
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

南山会山岳部で車山から八島湿原への縦走を楽しんできました。湿原にはたくさんの花が咲き誇って

いましたが、その中からカラマツソウを紹介します。長い茎を伸ばし、上部で枝分かれして毛玉状の

花をたくさんつけるのでよく目立ちます。名前の由来は線形の花の姿が唐松（カラマツ）の細長い

葉っぱの形に似ていることから。カラマツソウの一番の特徴は、花が不思議な形をしていることです。

実はカラマツソウは花びらがないのです。細くて長い糸のように見えるのは、花びらではなくて

雄しべの一部である花糸（しべ）と呼ばれている部分です。美しく多数伸びているその咲き姿が

珍しく、夏の山で人気の植物です。
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リ
ワ
ー
ク（
復
職
支
援
）の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

７
月
20
日
（
火
）、「
峡
西
病
院
に
お

け
る
リ
ワ
ー
ク
（
復
職
支
援
）
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
ミ
ニ
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

①
リ
ワ
ー
ク
と
は
、
②
医
療
リ
ワ
ー
ク

の
特
徴
、
③
峡
西
病
院
に
お
け
る
リ
ワ
ー

ク
の
特
徴
、
以
上
の
三
点
を
発
表
し
ま

し
た
。
以
下
、
三
点
の
概
略
を
順
に
説

明
し
ま
す
。

　

①
リ
ワ
ー
ク
と
は
、
R
E
t
u
r
n 

t
o 

W
O
R
K
の
略
で
、
復
職
支
援
、

職
場
復
帰
支
援
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
気

分
障
害
な
ど
の
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
休

職
中
の
労
働
者
を
対
象
に
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
指
し
ま
す
。
求
職
者
・
失
業

者
に
対
す
る
就
労
・
転
職
支
援
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
リ
ワ
ー
ク
は
、
当
院
の
よ

う
に
医
療
機
関
が
実
施
す
る
医
療
リ

ワ
ー
ク
と
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
職
リ
ハ
リ
ワ
ー
ク
と
、
企
業

が
実
施
す
る
職
場
リ
ワ
ー
ク
と
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

　

②
医
療
リ
ワ
ー
ク
の
特
徴
は
、
精
神

科
治
療
と
再
休
職
予
防
と
を
目
的
と
し

て
い
る
点
で
す
。
主
治
医
に
よ
る
治
療

に
加
え
、
心
理
・
社
会
的
側
面
か
ら
も

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま
す
。
専
門
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
個
別
支
援
、
個
別
課
題
な
ど
を

通
じ
て
、
休
職
要
因
の
把
握
や
自
己
理

解
を
促
進
し
、
再
休
職
予
防
の
手
立
て

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
再
休
職
リ
ス
ク

の
観
点
で
、
医
療
リ
ワ
ー
ク
の
利
用
を

経
て
復
職
し
た
場
合
と
、
医
療
リ
ワ
ー

ク
の
利
用
を
経
ず
に
復
職
し
た
場
合
と

を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
後
者
の
半
分

程
度
に
な
る
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
り

ま
す
。

　

③
峡
西
病
院
に
お
け
る
リ
ワ
ー
ク
の

特
徴
は
、
症
状
自
己
管
理
、
自
己
洞
察
、

認
知
変
容
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
幅
広
く
展
開
し

て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
リ
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
一
番
の
目
的
は
、
何
か
を
学

ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
用

い
て
自
分
自
身
に
つ
い
て
気
づ
き
、
再

休
職
予
防
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
個
別
面
接
、

個
別
課
題
、
職
場
と
の
環
境
調
整
を
通

じ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
復
職
だ
け
で
な
く
、

再
休
職
予
防
を
意
識
し
た
支
援
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
リ
ワ
ー
ク
の
歴
史
は
短
く
、
発

展
途
上
に
あ
り
ま
す
。
当
院
で
リ
ワ
ー

ク
に
特
化
し
た
支
援
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
の
も
、
与
進
館
が
竣
工
し
た

2
0
2
0
年
か
ら
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
・
改
善
を
加
え
な
が
ら
、
リ
ワ
ー

ク
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
リ
ワ
ー
ク
卒
業
生
が
復
職
後

も
心
身
と
も
健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
グ
ル
ー
プ　
成
田　
正
樹

　

当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
は
、

作
業
療
法
・
理
学
療
法
グ
ル
ー
プ
、
心

理
グ
ル
ー
プ
、
デ
イ
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
り
組
織
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ

部
所
属
ス
タ
ッ
フ
に
は
定
期
的
な
学
び

の
機
会
と
し
て
「
リ
ハ
部
集
合
研
修
」

が
あ
り
ま
す
。
月
一
回
（
毎
月
第
一
金

曜
日
）
の
頻
度
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
は
、
リ
ハ
部
ス
タ
ッ
フ
の

相
互
理
解
と
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
研
修
会
の
企
画
背
景
に
は
、

２
０
２
０
年
４
月
に
リ
ハ
部
発
足
時
に

事
業
展
開
を
計
画
す
る
際
、
各
グ
ル
ー

プ
の
方
針
や
考
え
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

理
解
し
、
進
め
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
顔
を

見
て
話
が
で
き
る
時
間
の
設
定
、
お
互

い
の
考
え
方
の
共
通
性
と
多
様
性
を
尊

重
で
き
る
関
係
の
構
築
、
リ
ハ
ビ
リ
関

連
業
務
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
分
か

ち
あ
う
場
を
作
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ

の
連
携
や
協
働
を
円
滑
に
進
め
、
部
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
標
に
「
リ
ハ
部
集
合
研
修
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
30
分
間
と
決
め
て
お
り
、
毎

回
16
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
話

題
提
供
者
が
部
署
や
業
務
紹
介
す
る
プ

レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
後
に
質
疑
応
答
で
理

解
を
深
め
て
み
た
り
、
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ハ

部
と
し
て
将
来
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
か
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
目

指
し
て
い
る
「
そ
の
人
の
暮
ら
し
に
お

け
る
目
標
の
実
現
と
準
備
」
に
向
け
て
、

生
活
に
効
果
的
な
活
動
の
提
供
と
リ
ハ

ビ
リ
の
発
展
と
と
も
に
、
対
象
者
と
ス

タ
ッ
フ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　
工
藤　
伸
治

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

集
合
研
修

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部 

集
合
研
修
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●
看
護
目
標
「
長
期
に
わ
た
り
、
褥
瘡
発

生
し
て
い
た
利
用
者
の
完
治
後
の
ケ
ア
と

バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
へ
の
試
み
」

●
O
T
目
標
「
長
期
に
わ
た
り
褥
瘡
を
発

生
し
た
利
用
者
の
離
床
の
促
進
、
A
D
L

の
拡
大
～
ベ
ッ
ド
上
や
車
椅
子
乗
車
時
の

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
実
施
～
」

　

症
例
は
、
当
施
設
に
長
期
入
所
者
で
あ

り
、
左
臀
部
に
褥
瘡
の
発
生
と
同
時
に
バ

ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
留
置
と
な
り
、
離
床

時
間
は
短
く
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
は
全
介
助
、
徐
々

に
活
動
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

褥
瘡
ケ
ア
に
よ
り
褥
瘡
は
完
治
し
た
が
、

ベ
ッ
ド
上
で
の
生
活
が
主
で
あ
っ
た
た

め
、
看
護
・
O
T
と
い
う
視
点
か
ら
日
々

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
中
で
離
床
の

促
進
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
、
目
標
設

定
し
た
。

　

チ
ー
ム
ケ
ア
と
な
る
よ
う
、
看
護
・

O
T
の
視
点
で
現
在
の
問
題
点
を
抽
出

し
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
っ
た
。
多

職
種
の
役
割
を
確
認
し
合
い
、
自
尿
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
離
床
時
間
の
促
進
を

目
指
し
た
。

●
看
護
実
施
内
容

　
①
カ
テ
ー
テ
ル
抜
去
・
排
泄
ケ
ア　

　
②
尿
量
・
残
尿
測
定
（
排
尿
日
誌
）　

　
③
導
尿　

　
④
全
身
状
態
の
観
察
（
発
熱
の
有
無
）

　
⑤
尿
の
性
状
観
察

●
O
T
実
施
内
容

　
①
関
節
可
動
域
訓
練　

　
②
寝
返
り
動
作
訓
練　

　
③
座
位
保
持
訓
練　

　
④
臥
位
・
座
位
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
を
す
す
め
て
い
く
と

同
時
に
多
職
種
間
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
実
施
し
た
。
目
標
の
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
抜
去
後
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
排
尿
が
み

ら
れ
た
。
ま
た
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
表
を

作
っ
た
こ
と
で
、
統
一
し
た
臥
位
・
座
位

姿
勢
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
褥
瘡
の
再

発
も
な
く
計
画
通
り
実
施
で
き
た
。

　

離
床
時
間
が
拡
大
し
た
た
め
、
車
椅
子

座
位
で
の
食
事
摂
取
を
す
す
め
た
。
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
、
活
動
内
容
Ⅰ
は
継

続
し
て
介
入
し
、

①
食
事
動
作
訓
練　

②
嚥
下
マ
ッ
サ
ー
ジ　

③
口
腔
ケ
ア　

を
新
た
に
追
加
し
た
。
口
腔
内
の
た
め

込
み
に
よ
り
、
食
事
時
間
を
要
し
て
い

た
た
め
、
歯
科
医
の
嚥
下
評
価
も
受
け
、

食
事
前
後
の
嚥
下
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
介
入

方
法
の
見
直
し
、
角
度
計
（
写
真
A
）
を

作
り
、
車
椅
子
角
度
の
統
一
、
集
中
し

た
環
境
で
摂
取
で
き
る
よ
う
環
境
面
に

も
配
慮
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
口
腔
内
へ
の
た
め
込
み
は

依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
が
、
比
較
的
、
ス

ム
ー
ズ
に
嚥
下
が
可
能
と
な
っ
た
。ま
た
、

離
床
時
間
が
拡
大
し
た
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ

と
の
交
流
も
増
え
、
視
覚
的
・
聴
覚
的
刺

激
に
よ
り
自
発
的
に
言
葉
を
発
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
夜
間
の
睡
眠
状
態
も
改
善

し
た
。

●
褥
瘡
発
生
に
よ
り
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ

ル
留
置
が
長
期
化
し
て
い
た
が
、
本
人
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
褥
瘡

完
治
後
は
早
期
に
抜
去
す
る
た
め
の
プ
ラ

ン
が
必
要
で
あ
る
。

●
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
表
や
嚥
下
マ
ッ
サ
ー

ジ
表
は
写
真
や
注
意
点
を
記
載
し
、
わ
か

り
易
く
掲
示
し
た
こ
と
で
、
多
職
種
の
協

力
も
得
ら
れ
、
統
一
し
た
介
入
が
行
い
易

く
な
り
、
離
床
の
促
進
に
つ
な
が
っ
た
。

挑
戦
目
標

◇ 敢闘賞 ◇
老健

井上恵美・梶山　茜

　

長
期
入
所
者
の
方
に
対
し
て
、
本
人
の

生
活
を
今
以
上
に
豊
か
に
す
る
た
め
に
、

現
状
を
把
握
し
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

思
う
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極

的
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

＊
今
回
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
本
症
例
、
ご
家

族
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
致
し
ま
す
。

目
標
設
定
理
由

活
動
内
容
Ⅰ

活
動
内
容
Ⅱ

取
り
組
み
を
通
し
て

今
後
に
向
け
て

食事の際の車椅子角度計チームアプローチ
写真A
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【
活
動
曜
日
】
毎
週
水
曜
日
午
後

【
活
動
場
所
】
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
３

【
活
動
内
容
】

　
毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
リ
ワ
ー
ク
心
理
教
育
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
心
理
教
育
は
主
に
４
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
①
ス
ト
レ
ス
対
処
、
②
自
己
理
解
の
促
進
、
③
休
息・睡
眠
、
④
リ
ワ
ー

ク
制
度
関
連
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
ス
タ
ッ
フ

側
か
ら
情
報
提
供
し
て
い
く
形
の
流
れ
で
す
が
、
参
加
者
の
感
想
や
気
づ
い

た
こ
と
を
共
有
し
た
り
、
１
つ
の
情
報
か
ら
様
々
な
考
え
方
、
受
け
止
め
方

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

★実際に利用してみて、スタッフと一緒に振り返
りながらリハビリを進めていくことをおすすめ
します。
　実際に利用することで他の利用者さんとの交流
がはじまり、緊張することもありますが、その
日のうちに感じたこと、不安や心配事、また良
かった点などを利用当初からスタッフと一緒に
振り返り、次回利用日に安心して活動できるよ
うにスタッフが支援していきます。
　短時間でのショートケア（午前、午後の３時間）
もありますので、あなたのペースで週１回から
調節しながら増やしていくこともできます。
　気軽にご相談ください。

  

復
職
準
備
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

   

　 「
リ
ワ
ー
ク
心
理
教
育
」

はじめから１日デイケアを
利用するのは不安ですが、

何かいい方法はありませんか？

プログラム紹介

　
7
月
14
日
に
七
夕
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
七
夕
ま
つ
り
」
は
ま
だ
再
開
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

各
病
棟
・
デ
イ
ケ
ア
で
時
間
を
区
切
り
、
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
内
容
は
、
福
引
・
射
的
・
風
船
ゲ
ー
ム
の
３

つ
で
皆
様
楽
し
ん
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
で
景
品
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

洗
濯
洗
剤
や
売
店
の
商
品
券
な
ど
豪
華
な
景
品
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
！

　
ま
た
七
夕
と
い
う
こ
と
で
、
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
病
気
が
よ
く
な
る
よ
う
に
」「
退
院

で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
い
っ
た
願
い
事
は
、

多
く
の
方
が
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。「
思

わ
ぬ
幸
運
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
身
近

な
幸
せ
を
願
わ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
願
い
事
が
叶
う
こ
と
、
ま
た
穏

や
か
な
日
が
来
て
、
お
祭
り
が
再
開
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
…

　疾患別リハビリテーションが令和
３年５月より開始されました。対象
となる条件として、①急性発症した
運動器疾患またはその手術後 ②慢
性の運動器疾患により、一定及び日
常生活能力の低下を来している場合
となります。
　リハビリの内容としては、“肩が
痛くて思うように動かせない”とい
う場合は、リラクセーションを行い、
関節可動域運動や日常生活での動作
指導を行ったり、“もう少し体力を
つけたい”という場合は、筋力強化
運動やウォーキングを行ったりと、
患者様個々のニーズに合わせてプロ
グラムを作成しています。

興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで気軽にご相談ください。☎055-282-2151

＊ホームページがリニューアルされました。ぜひ、ご覧ください。 峡西病院　リハビリのご案内 検索

疾患別リハビリテーションが
５月より始まりました
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＊峡西老健もホームページが
　リニューアルされました。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　
峡
西
老
健
の
理
学
療
法
士
の
仕
事
は
、
自
宅
で
の
生
活
や

老
人
施
設
等
で
安
全
に
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
は
立
ち
上
が
っ
た
り
、
歩
い
た
り
、
段
差
昇
降

と
い
っ
た
基
本
動
作
の
獲
得
や
車
椅
子
の
操
作
の
練
習
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
動
作
に
必
要
と
さ
れ
る

筋
力
や
体
の
柔
軟
さ
を
得
る
こ
と
で
、
安
全
に
生
活
し
や
す

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
の
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
生
活
環
境
を
整

え
た
り
、
そ
の
方
に
合
っ
た
杖
や
歩
行
器
と
い
っ
た
福
祉
用

具
の
選
定
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
26
日
と
28
日
に
事
故
予
防
委
員
会
主
催
の
時
間
外
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
「
転
倒
転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス

コ
ア
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
当
老
健
の
対
象
が
高
齢
者
で
あ
り
、
筋
力
低
下
や
認
知
機

能
の
低
下
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
歩
行
時
の
ふ
ら
つ
き
、
椅

子
か
ら
の
転
落
と
い
っ
た
危
険
が
日
々
の
生
活
の
中
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
危
険
を
減
ら
す
為
に
転
倒
転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ス
コ
ア
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
事
で
、
利
用
者
の
危
険
度
を
把

握
・
周
知
し
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
日
々
の
ケ
ア
に
生

か
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
使
用
し
て
い
た
転
倒
転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
コ
ア

シ
ー
ト
は
、
担
当
に
よ
っ
て
文
章
の
捉
え
方
が
異
な
り
点
数

に
バ
ラ
つ
き
が
出
て
し
ま
っ
て
い
た
為
、
今
回
見
直
し
を
行

い
時
間
外
研
修
で
職
員
に
伝
達
し
ま
し
た
。

射的などのゲームをした後は、
わたあめ、カキ氷を皆で
美味しく食べました！

通所リハビリ
今月の活動記録

感染対策を行い、みんなでカラオケを
楽しみながら、デザートを食べました。
また、プリンアラモードを作って
食べました。

一般棟

たこ焼きを焼きみんなで食べたり、
射的をしたり、季節の果物で
ジュースを作ったり楽しんで
いました。
８月から展示用の作

品を作っているので、完成し
たら紹介したいと思います☆

認知症専門棟

理
学
療
法
士
紹
介

研
　
修
　
会
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本の題名：『蟲師』①～⑩
（漆原友紀／講談社／1990年出版）

●おすすめのポイントは？
　動物でも植物でもない命のあり方、「蟲」。そんな蟲達の起こす奇怪な事象を、旅をしながら
解決していく蟲師・ギンコの物語です。音を食べる蟲、人の意識から意識へと渡る蟲、憑り
付いた人間に雷を落とす蟲など、様々な虫が登場します。そんな不思議な蟲達の存在も面白い
のですが、それらに振り回されながら、悩み、迷う「人々の心」の物語としても丁寧に描かれ
ています。ほとんどが一話完結なので、今の自分と重なって感じられる話も中にはあるかも
しれません。人と自然との距離が今よりももっと近くに感じられる時代設定の中、四季折々
の色彩豊かな里山や集落を巡るギンコ。その姿を追っていると、インドア派な私でも「旅に
出たいな」と思わせてもくれます。日本って美しい。
　さて、人に害なす蟲について、「退治してしまえ」と言う意見に対してこんな言葉が聞かれ
ます。「（生命は）ただそれぞれが、在るように在るだけ。逃れられるものからは知恵がある
ヒトが逃れればいい。」自分とは異なる価値観に対して、つい攻撃を向けてしまいがちな昨今。
だからこそ、考えさせられるセリフだなと思います。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設
立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形
成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活
動への参加をしようとする努力に対して協力すること。

今回は、きづなの伊藤さんにおすすめの
本を聞きました！
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趣
味
と
い
っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
夢
中
に
な
れ
る
事
、
心
か
ら
楽
し

い
と
思
え
る
事
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
『
推
し
』
が
い
る
事
で
す
。

若
く
も
な
い
の
で
お
恥
ず
か
し
い
で
す

が
、
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
の

大
フ
ァ
ン
で
す
。
二
人
の
娘
が
フ
ァ
ン

だ
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
今
で

は
私
が
一
番
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
笑
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
る
前
は
年
に
二
回
ラ
イ

ブ
に
参
戦
し
て
い
ま
し
た
。
グ
ッ
ズ
購

入
の
為
に
真
夜
中
か
ら
六
時
間
並
ぶ
の

も
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
時
間
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
ま
た
家
族
で
参
戦

で
き
る
日
が
楽
し
み
で
す

　
あ
と
旅
行
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
家

族
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
供
が
成
長

す
る
に
つ
れ
友
達
と
旅
行
に
行
け
る
よ

う
に
な
り
こ
れ
も
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
な

る
前
は
色
々
な
所
へ
行
き
ま
し
た
。
福

岡
、
京
都
、
大
阪
、
箱
根
、
熱
海
、
名

古
屋
…
そ
の
場
所
場
所
で
美
味
し
い
も

の
に
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
想
い
出
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
読
書
や
料
理
も
好
き
で
す
。
読

書
で
い
え
ば
特
に
好
き
な
作
家
が
い
る

わ
け
で
は
な
く
タ
イ
ト
ル
や
あ
ら
す
じ

で
選
び
ま
す
。
最
近
『
准
教
授
高
槻
彰
良

の
推
察
』を
読
み
ま
し
た
。
お
勧
め
で
す
。

料
理
も
幼
少
期
か
ら
好
き
で
し
た
。

　

お
家
で
も
楽
し
め
る
趣
味
で
、
コ
ロ

ナ
の
終
息
を
待
つ
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
医
療
事
務
Ｇ　
深
澤　
リ
エ

　
　
今
日
か
ら
笑
顔
で

　
「
私
に
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
ま
せ
ん
。」

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
人
は
割
と
多
い
も

の
で
す
。
天
然
と
ユ
ー
モ
ア
は
違
い
ま

す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
嗜
好
な
時
や
ユ
ー
モ

ア
が
自
然
と
言
え
る
人
に
「
こ
の
能
力

は
欲
し
い
」
と
思
い
ま
す
よ
ね
？

　

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言

葉
は
人
を
元
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
と
思

う
ん
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と

“

ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
を
み
が
く
に
は
皮

肉
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
変
換
す
る
だ
け
。
そ

し
て
い
か
な
る
時
も
楽
し
む
と
い
う
こ

と
で
す
。„

と
簡
単
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。
人
を
笑
わ
そ
う
と
思
う
の
は
い
い

の
で
す
が
、
間
違
っ
た
解
釈
で
す
べ
っ

て
し
ま
う
人
、
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
人

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
オ
ヤ

ジ
ギ
ャ
グ
ば
か
り
言
う
人
。（
私
に
は

対
処
の
仕
方
が
む
ず
か
し
い
で
す
。）

　
ユ
ー
モ
ア
は
状
況
を
場
を
和
ま
せ
ま

す
。
ユ
ー
モ
ア
な
発
言
や
行
動
が
で
き

る
人
間
に
な
る
と
自
然
と
周
囲
に
笑
い

が
起
き
る
し
、
信
頼
を
得
て
頼
り
に
さ

れ
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
な
人
は
、
い
い

こ
と
だ
ら
け
で
す
。
面
白
い
発
言
が
で

き
る
と
な
ん
て
言
っ
て
も
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
に
な
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
で

す
。
人
気
者
に
な
れ
る
し
、
初
対
面
の

人
と
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
た
り
で

き
ま
す
。（
う
ら
や
ま
し
い
。）

　
そ
れ
に
、
毎
日
ユ
ー
モ
ア
に
過
ご
し

て
い
る
と
普
段
か
ら
笑
顔
が
生
ま
れ
ま

す
。
家
庭
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
る
と

雰
囲
気
も
変
わ
り
ま
す
よ
ね
？

　
ユ
ー
モ
ア
は
、
人
を
幸
せ
に
し
な
け

れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
間

関
係
や
自
分
の
精
神
状
態
を
よ
く
し
、

あ
な
た
の
心
も
穏
や
か
に
し
ま
す
。

①
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。

②
困
難
な
事
が
起
き
て
も
め
げ
な
く

な
る
。

③
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
。

　
だ
っ
て
、
楽
し
む
心
が
育
っ
て
い
る
ん

で
す
か
ら
。
辛
い
こ
と
は
生
き
て
い
て

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
み
ん
な一

緒
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
面
白
く
考
え

て
生
き
て
い
け
た
ら
ス
テ
キ
で
す
ね
！

　
　
　
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー　

秋
山　
裕
子

　
今
年
の
梅
雨
明
け
は
、例
年
よ
り
３
日
早
く
、

昨
年
よ
り
２
週
間
早
い
７
月
16
日
で
し
た
。
四

国
・
近
畿
・
東
海
よ
り
早
い
梅
雨
明
け
は
、
24

年
振
り
だ
そ
う
で
す
。
８
月
に
入
り
、
35
℃
を

超
え
る
猛
暑
日
が
続
く
な
か
、
急
な
夕
立
ち
や

台
風
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
熱
中
症
や

雷
雨
に
気
を
付
け
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
る
２
回
目
の
夏
。
み

な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
か
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
観
客
で
開
幕
し
、

様
々
な
競
技
を
テ
レ
ビ
で
応
援
さ
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、成
績
を
残
し
た
選
手
が
い
る
一
方
で
、

目
標
に
届
か
ず
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
選
手

も
い
ま
す
が
、
世
界
レ
ベ
ル
で
奮
闘
さ
れ
る
姿

に
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
夏
、
多
く
の
方
か
ら
桃

を
頂
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
甘
く
て
み
ず
み

ず
し
い
桃
は
、
冷
や
し
て
夏
の
デ
ザ
ー
ト
に

ぴ
っ
た
り
。
私
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
バ
ニ
ラ
ア
イ

ス
と
一
緒
に
食
べ
る
の
が
好
き
で
す
。
旬
の
も

の
を
食
べ
る
と
、
自
然
の
恵
み
や
季
節
を
感
じ

ら
れ
て
、
贅
沢
な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

私
の
こ
の
夏
の
思
い
出
は
、
長
年
フ
ァ
ン

で
あ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
のO

N
E O
K RO

C
K

（
ワ
ン
オ
ク
ロ
ッ
ク
）
が
河
口
湖
で
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
編
成
の
全
世
界
配
信
ラ
イ
ブ
を
し
て

く
れ
た
こ
と
で
す
。
楽
曲
ア
レ
ン
ジ
に
こ
だ

わ
っ
て
い
て
、
普
段
の
ラ
イ
ブ
と
は
異
な
っ
た

ワ
ン
オ
ク
の
世
界
観
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
も
、
一
度
き
り

の
人
生
を
自
分
ら
し
く
強
く
生
き
抜
こ
う
、
戦

い
続
け
よ
う
、
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
れ
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
必
ず
生
ラ
イ
ブ
を

聴
き
に
行
く
ぞ
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。  （
つ
）
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次回410号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

９日
クリニカルパス委員会
治療プログラム委員会

28日
高齢者プロジェクト

9月

「保育園児が描いた
夏の絵」です。
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